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今
定
期
大
会
で
書
記
長

に
な
り
ま
し
た
大
熊
孝
典

で
す
。
一
言
、

挨
拶
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
間
、
支

部
と
し
て
作
業

計
画
を
は
じ

め
、
様
々
な
問
題
を
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
夏
季
一
時

金
の
０
・
２
ヶ
月
の
削
減

な
ど
、
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
次
秋
の

確
定
闘
争
や
来
年
度
作
業

計
画
等
、
新
執
行
部
全
員

で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
支

部
組
合
委
員
の

団
結
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

書
記
長

大
熊
孝
典

発 行 責 任

執 行 委 員 長

編 集 責 任

教 宣 部

東 京 清 掃

労 働 組 合

台 東 支 部
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代議員制の定期大会に参加する組合員

団
結
深
ま
る

厳
し
い
情
勢
で
の
大
会

～
夕
焼
け
の
台
東
～

モ
ナ
・
リ
ザ
と
パ
ン
ダ

昭
和
49
年
10
月
、
上
野
の

山
に

モ
ナ
・
リ
ザ
と
パ
ン
ダ

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
友
人

と
見
学
し
ま
し
た
が
何
と
び

っ
く
り
！

長
い
行
列
、
２

～
３
時
間
ほ
ど
待
っ
て
東
京

国
立
博
物
館
と
上
野
動
物
園

へ
。
鑑
賞
と
い
う
よ
り
も
眺

め
て
見
た
だ
け
で
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
…
並
ん
で
い
る

人
た
ち
の
「
あ
し
あ
と
」
だ

け
は
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
昭
和
40
年
代

の
、
台
東
区
内
の
面
白
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ラ
ン
ラ
ン
と
カ
ン
カ
ン
、

か
わ
い
か
っ
た
な
！【

Ａ
モ
リ
】

あ

し

あ

と

第
６
回
台
東
支
部
定
期
大
会

第
６
回
支
部
定
期
大
会

は
、
08
賃
金
闘
争
や
新
年
度

作
業
計
画
の
減
員
減
車
、
夏

季
一
時
金
の
０
・
２
ヶ
月
削

減
等
の
厳
し
い
状
況
の
中
、

６
月
24
日
、
北
上
野
分
室
に

お
い
て
、
第
６
回
支
部
定
期

大
会
が
代
議
員
制
で
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
江
森
委
員
長
よ

り
、
「
今
現
在
厳
し
い
状
況

で
あ
る
が
、
今
定
期
大
会
期

に
職
場
全
員
で
団
結
し
て
頑

張
ろ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

来
賓
に
は
、
本
部
か
ら
大
島

書
記
長
、
第
二
地
連
松
丸
事

務
局
長
が
出
席
さ
れ
、
大
島

書
記
長
よ
り
今
の
情
勢
報

告
、
ま
た
、
第
二
地
連
松
丸

事
務
局
長
よ
り
地
連
活
動
等

の
組
織
強
化
に
向
け
た
挨
拶

が
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
書
記
長
よ
り
こ
の
間

の
様
々
な
取
り
組
み
の
経
過

が
報
告
さ
れ
、
須
賀
財
政
部

長
よ
り
１
年
間
の
会
計
決
算

が
報
告
さ
れ
、
全
体
の
拍
手

で
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
と
し
て
２
０
０
９
年

度
運
動
方
針
案
、
２
０
０
９

年
度
会
計
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
両
方
と
も
全
体
の
拍
手

で
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
次

期
の
執
行
部
体
制
に
大
熊
新

書
記
長
、
新
た
に
長
峰
さ
ん

が
執
行
員
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
江
森
委
員
長
よ

り
、
「
本
部
方
針
に
基
づ

き
、
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と

権
利
を
守
る
為
、
安
全
権
利

闘
争
を
基
と
し
て
総
力
を
結

集
し
、
団
結
し
て
共
に
頑
張

ろ
う
」
三
唱
で
本
定
期
大
会

が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

行
事
名

日
時
16
時
40
分
（
本
所
）

７
月
10
日
三
役
専
門
部
長
会
議

７
月
13
日
執
行
委
員
会

７
月
14
日
事
務
折
衝

７
月
15
日
中
央
委
員
会

（
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

７
月
21
日
三
役
専
門
部
長
会
議

７
月
24
日
09
人
事
7
・24

第
2
次
中
央
決
起
集
会

（
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）

7
月
29
日
第
二
地
連
三
役
会

7
月
29
日

執
行
委
員
会

新
書
記
長
に

大
熊
孝
典
さ
ん



台東新聞2009年7月1日 第２号 ( 2 )

２
０
０
９
年
度
台
東
支
部
執
行
委
員
役
員
体
制

支
部
五
役

執
行
委
員
長

江
森

正
二
（
本
所
）

副
執
行
委
員
長

横
須
賀

博
（
本
所
）

石
垣

栄
正
（
清
川
車
庫
）

植
村

純

（
北
上
野
分
室
）

書
記
長

大
熊

孝
典
（
本
所
）

書
記
次
長

原
田

輝
高
（
北
上
野
分
室
）

財
政
部
長

須
賀

友
昭
（
本
所
）

支
部
専
門
部

組
織
部
長

染
谷

智
之
（
北
上
野
分
室
）

鈴
川

信
生
（
本
所
）

現
業
部
長

鈴
木

亨

（
本
所
）

橘

均

（
清
川
車
庫
）

賃
金
部
長

磯
辺

清
二
（
北
上
野
分
室
）

片
岡

良
亮
（
清
川
車
庫
）

教
宣
部
長

金
子

岳
人
（
本
所
）

長
峰

顕
史
（
本
所
）

会
計
監
査

片
野

篤

（
北
上
野
分
室
）

浦
山

勝
行
（
本
所
）

選
挙
運
営
員
会

委
員
長

近
藤

眞
一
（
北
上
野
分
室
）

大
橋

英
美
（
本
所
）

古
野

文
明
（
清
川
車
庫
）

新執行部

新任挨拶

こ
の
度
、
執
行
部
及
び

支
部
書
記
長
を
退
任
す
る

鈴
木
康
司
で
す
。

私
は
、
下
谷
・
台
東
支

部
執
行
部
を
30
年
間
、
書

記
長
で
15
年
間
務
め
、
今

回
は
一
身
上
の
都
合
で
退

任
し
ま
す
が
、
今
度
は
、

一
組
合
員
と
し
て
執
行
部

を
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
第
二
地

連
議
長
を
務
め
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
長
い
間
、
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

執行部退

任者挨拶

鈴
木
康
司
さ
ん
、
山
田
和
男
さ
ん

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

前
支
部
書
記
長

鈴
木
康
司
さ
ん

新
規
採
用

勝
ち
取
る
ぞ
！

前
現
業
部
長

山
田
和
男
さ
ん

結団

頑張ろう！

無
事
に
支
部
定
期
大
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。
鈴
木

書
記
長
が
退
任
し
、
副
執

行
委
員
長
だ
っ
た
大
熊
孝

典
さ
ん
が
書
記
長
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
執

行
部
に
新
し
い
仲
間
、
長

峰
顕
史
さ
ん
が
加
わ
り

『
新
規
職
員
が
ほ
し
い

！
』
と
い
う
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木

康
司
さ
ん
、
山
田
和
男
さ

ん
長
い
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
支

部
を
支
え
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
▼
先
日
、
第

二
地
連
の
１
泊
学
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
支
部
の

状
況
が
と
て
も
わ
か
り
ま

し
た
。
減
員
・
減
車
・
粗

大
の
委
託
と
厳
し
い
状
態

で
し
た
。
ま
た
、
収
集
部

門
だ
け
で
な
く
運
転
部

門
、
工
場
部
門
と
３
つ
の

職
種
が
違
う
仲
間
が
集
り

交
流
で
き
ま
し
た
。
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
関
紙
を
発

行
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｉ
】

こ
の
度
、
新
し
く
執
行
委

員
に
な
り
ま
し
た
長
峰
顕
史

で
す
。

早
い
も
の
で
、
こ
の
６
月

30
日
で
台
東
清
掃
事
務
所
で

働
き
始
め
て
丸
４
年
に
な
り

ま
す
が
、
未
だ
に
新
人
職
員

で
す
。
執
行
部
に
入
っ
て
新

規
職
員
を
勝
ち
取
る
た
め
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
教
宣
部
長

長
峰
顕
史

こ
の
度
、
一
身
上
の
都

合
で
退
任
し
ま
す
が
定
期

大
会
の
横
断
幕
や
資
料
づ

く
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
手

伝
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
長
い
間
、
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


